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稲
城
市
立
平
尾
小
学
校
な
か
よ
し
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

（１）

▼▼

子どもたち
のし

子どもたち
のし

っている曲
にあわ

っている曲
にあわ

せて楽しみ
ました

せて楽しみ
ました

　

「
相
続
の
心
配
な
ん

て
、
遠
い
未
来
の
話
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
身
近
な

人
に
、
「
も
し
も
…
」

の
こ
と
が
あ
っ
た
時
に

冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
相
続
方

法
を
中
心
に
、
相
続
税
・
贈
与
税
な

ど
の
税
金
対
策
、
生
命
保
険
や
公
的

な
支
援
、
医
療
や
葬
儀
＆
お
墓
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容　

右
下
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

日
本
銀
行
金
融
広
報
委
員

会
講
師

▽
対
象　

市
内
在
住
の
女
性

▽
定
員　

先
着　

名
２０

▽
費
用　

無
料

▽
そ
の
他　

保
育
が
必
要
な
場
合
、

一
回
に
付
き　

円
程
度
の
お
や
つ
代

５０

が
必
要
で
す
。
保
育
定
員
は　

名
。

１５

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

１６

（水）

１０

か
ら
窓
口
と
電
話
で
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

第
二
公
民
館

　

自
分
の
時
間
が

持
て
る
年
代
に
入

り
、
自
分
を
振
り

返
る
余
裕
を
持
ち

な
が
ら
、
若
い
頃

に
比
べ
体
力
の
衰
え
を
感
じ
つ
つ
あ

る
あ
な
た
、
地
域
の
人
と
共
に
自
分

を
み
が
き
、
お
互
い
刺
激
し
あ
っ
て

ス
テ
キ
に
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

は
つ
ら
つ
と
生
き
た
い
方

（　

代
〜
）

４０
▽
定
員　

先
着　

名
２５

▽
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
最
後

の
茶
話
会
の
み
実
費
負
担
あ
り
）

▽
企
画
提
案　

サ
ー
ク
ル　
 
ｉ 
ハ
ー

ア
イ

ト▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

１５

（火）

１０

か
ら
窓
口
と
電
話
で
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

第
二
公
民
館

テーマ期日回

オリエンテーション１／２９
（火）１

自分に合ったメイク

おしゃれな着こなし２／５
（火）２

老いを防ぐ体力 ･筋
力作り

２／１２
（火）３

生き生きはつらつと生
きるための心の栄養

２／１９
（火）４

講座を終えての茶話会２／２６
（火）５

テーマ期日回

オリエンテー
ション

１／３１
（木）１

家族の相続争
いの防止

２／７
（木）２

賢く支払う相
続税・贈与税

２／１４
（木）３

生命保険や公
的な支援

２／２１
（木）４

葬儀＆お墓
　　　　ほか

２／２８
（木）５

市
民
企
画
提
案
に
よ
る

市
民
企
画
提
案
に
よ
る

公
民
館
主
催
講
座

公
民
館
主
催
講
座

 

おお
し
ゃ
れ
に
生
き
生
き

し
ゃ
れ
に
生
き
生
き

　

は
つ
ら
つ
と

は
つ
ら
つ
と

生
き
る
た
め
に
！

生
き
る
た
め
に
！

遺遺
族族
にに
なな
っっ
たた
とと
きき

のの
たた
めめ
のの
講講
座座

 

〜
大
切
な
人
に
、

〜
大
切
な
人
に
、

も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

　

も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、、

　
 

娘
、
姉
妹
、
母
、
そ
し
て

娘
、
姉
妹
、
母
、
そ
し
て

妻
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
〜

妻
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
〜

平成２０年２月９日（土）実 施 日
午前９時３０分～午後４時
※受付は午前９時から行います。時 間

総合体育館会 場
市内在住の小学生対 象
小学校低学年の部（男女混合可）
小学校高学年男子の部・女子の部競 技 種 目

競技種目ごと１チーム７人
（登録は１０人まで）チーム編成

無料参 加 費
市役所体育課、総合体育館、各文化センタ
ーに申込書（チラシ）があります。
※当日受付はいたしませんので、必ず期間
内に申し込んでください。

※申込書は稲城市ホームページにも掲載し
ています。

　http://city.inagi.tokyo.jp/
　閲覧方法は二通りあります。
　（１）トップページの新着情報の一覧をク

リック
　（２）くらしの情報→スポーツ→お知らせ

の順にクリック

申 込 方 法

坂 浜 地 区　　高橋　一郎 � 1３３１－５９７９
矢野口地区　　原田　誠二 � 1３７８－２０５８
平 尾 地 区　　北島　至 �� 1３３１－３７０４
百 村 地 区　　福島　栄治 � 1３７７－６３８６
東長沼地区　　渋谷　裕幸 � 1３７７－４４９９
大 丸 地 区　　服部　雅一 � 1３７７－７１４６
押 立 地 区　　川崎　操 �� 1３７７－３７８６
向陽台地区　　須田　和紀 � 1３７８－７５３７
長 峰 地 区　　小池　勇 �� 1３３１－０３０９
若葉台地区　　千葉　俊二 � 1３３１－１８９８
市役所体育課　1３７８－２１１１（内線６４２）

申 込
問 合 せ

（各地区
体育振興会）

平成２０年１月２５日（金）厳守申 込 〆 切

　スーパードッジボール大会は、ドッジボールを通じて

子どもたちの新しい交流の輪を広げるとともに、市内各

地区の小学生の健全育成を図る事業です。ぜひご参加く

ださい。

ススーーパパーードドッッジジ
ボボーールル大大会会

小小学学生生参参加加者者募募
集集 ２／９（土）

午前９時３０分
　～午後４時無料

▼葉で草
バッ

タ作品づ
くり

▼

初めての
マキ割り体
験にみんな
大喜びでし
た

▼

行列ので
きる「おい
しいレスト
ラン♪」で
した

▼炭焼き
体験！

晴天に恵まれ晴天に恵まれ１２月１２月２日２日（日）（日）に実施に実施
しし４２４４２４名のご来場がありました名のご来場がありました。。

あありりががととうう
ごござざいいままししたた

▼素敵なフルート演奏

25
周年
記念フェスティバル

　稲
城ふれあいの森



（２）
　

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
「
稲
城
市
生

涯
学
習
計
画
・
Ｉ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ
あ
い
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
は

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
講
師
も
市
民
と
い
う

画
期
的
な
カ
レ
ッ
ジ
で
す
。
こ
の
カ
レ
ッ
ジ

で
の
一
般
教
養
の
講
座
に
さ
ら
に
「
プ
ロ
フ

ェ
ッ
サ
ー
講
座
」
が
昨
年　

月
か
ら
ス
タ
ー

１０

ト
し
ま
し
た
。
各
大
学
の
一
流
の
講
師
に
よ

る
深
い
知
識
・
教
養
を
�
や
さ
し
く
・
た
の

し
く
学
べ
る
�
講
座
と
し
て
、
半
年
で
６
回

の
講
座
を
８
科
目
準
備
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
通
常
の
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
講
座
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
講
座
は
、
個
性
豊
か
な
講

師
陣
が
万
全
を
期
し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
費
用

一
般
教
養
講
座
：
：
：
６
回 
三
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回 
六
、〇
〇
〇
円

１２

※
別
途
、教
材
費
が
必
要
な
講
座
も
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
講
座

　
　
　
　
　
　

：
：
：
６
回 
四
、〇
〇
〇
円

▽
申
込
期
間　

１
月　

日　

か
ら
２
月　

日

１５

（火）

２５

　

（
当
日
消
印
有
効
）　

（月）▽
申
込
方
法　

官
製
は
が
き

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
④
年
齢
⑤
希
望
講
座
名
⑥
講
座
を
ど
こ

で
お
知
り
に
な
っ
た
か
を
記
入
の
上
、〒　
・
２０６

　
　

稲
城
市
平
尾
１
の
９
の
１
複
合
施
設
ふ

０８２３れ
ん
ど
平
尾
「
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
事
務

局
」
宛
郵
送
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
役
所
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
に
置
い
て
あ
る
募
集
案
内
・
Ｉ

Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＩＣカレッジ一般教養新規講座一覧（２０年４月～９月）　　　※開講場所・時間は変更になる場合があります。※詳細はＨＰをご覧ください。

内容等対象定員時間・曜日会場回数講師名講座名No
ポーズがとてもシンプルでどんな方でもご自身にあった形で伸ばしたい場所を確実
に伸ばしていきます。成人１５第２・第４火

１０：００～１２：００
城山
体験１２小林　淳子ウェルネスヨガ

～身体の声を聞いて心を調える～１

日常の１コマをユーモアで切り取る！絵の描き方、アイディアの出し方など基本的
な事から始めます。教材費１回５００円程度成人１０第１・第３木

１４：００～１６：００平尾１２かわばた ひろみあなたも描ける♪まんが講座２

いかに安く・手軽に・手早く作れるか？美味しくて身体にいいことが基本。美味し
いと言わせる人を目指しましょう！教材費３，０００円成人男性２０第１木

１０：００～１２：００平尾６山中トモ子男のラクラク手料理
～気らくに楽しみながら～３

伝承の折紙を交え季節感が感じられる折紙、飾って楽しむ折紙等。お隣り同志教わ
ったり楽しい時間をすごしましょう。成人１０第２水・第２火

１０：００～１２：００
第四
第二６　田比佐子おりがみで脳トレ指トレ１・２・３４

ひざや足に負担をかけず、イスに座って童謡、唱歌、ポップスなど合奏します。お
琴の音が好きな方はぜひ。教材費３００円程度／月成人１０第１・第３金

１０：００～１２：００
城山
体験１２田中　幸子イスに座って弾くお琴　パートⅡ５

正しい発声で歌う練習をします。優しい譜読みやコーラス、ステージレッスンなど
行います。初心者の方も歓迎！教材費２，５００円程度成人２０第２・第４月

１３：００～１５：００第三１２津川　宏志楽しく歌おう　日本の心６

長襦袢の衿作り、タオルで作る腰布団など使用するものは一回目に作ります。簡単
に着れて着くずれしません。衿作り材料費５００円成人１０第２・第４木

１０：００～１２：００
城山
体験１２桂田　良子和装（ひもだけの着付け）７

稲城の歴史を学ぶ取り組みの第２回目、今回は大丸で生まれた窪全亮が長沼に開校
した奚疑塾を取りあげます。成人３０第４木

１３：３０～１５：３０平尾６渡辺　賢二足元を掘れ、そこに泉がわく（２）
奚疑塾と稲城の近代文化８

古くからある生け花は「花の総合学」。生け花からフラワーアレンジメントまでを
楽しく学びます。花代１４，４００円（１２回分）成人１５第２・第４土

１０：００～１２：００
城山
体験１２小川美恵子生け花ベースのフラワーアレンジ

メント９

科学の進歩の歴史、現況、将来への発展について学ぶ。主として宇宙、地球、生物
など。毎回１時間未満の映像２編で勉強します。

中学生
以上１５第４土

１４：００～１６：００
城山
体験６植田　正也映像で学ぶ科学１０

軽くて柔らかい焼かない粘土クラフト。お花やアクセサリー等を作ります。異素材
とあわせたり自由発想で！教材費１回１，０００円前後成人１０第４木

１０：００～１２：００
城山
体験６千賀寿美子おしゃれ粘土でクラフト遊び１１

ＩＣカレッジ継続構座一覧

内容等対象定員時間・曜日会場回数講師名講座名No
造花、ブリザーブドフラワー等を使ってテーブルフラワー、壁飾り等作ります。初
心者の方を対象に毎回１点の作品を制作します。成人１０第２木

１０：００～１２：００城山６山崎　知子造花、ブリザーブドのフラワーア
レンジ１

継続ですので前回の講座より少しステップアップをして楽しく音楽の基礎を身に付
ける。少しずつピアノのレッスンを始める。

４歳以上
の親子

親子
５組

第２・第４土
１４：００～１６：００城山１２泉　　優子親子でドレミと遊ぼう２

紙からキャンパス、木、石までさまざまな素材に描く事ができ、多様な表現が可能
なアクリル絵画の技法や扱い方を学ぶ講座です。

高校生
以上７第２土

１４：００～１６：００
城山
体験６大作　俊子アクリル絵画：

ファンタジーの世界を描こう３

ハーブの育て方、使い方、楽しみ方を学びながら、健康の為に積極的に取り入れる
植物療法についても触れていきます。成人４第２木

１０：４５～１２：４５平尾６阿部　啓子こころ豊かにハーバルライフ４

年齢や性別などに関係なく誰でも踊ることができるダンスです。服装も窮屈な物で
なければ何でもかまいません。成人５第２・第４土

１３：３０～１５：３０
城山
体験他１２石坂　淑子ダンスで身体と心を健康に

（レクダンス・カントリーダンス）５

トールペイントでバック、お財布、粘土でブローチ、ポーセラーツでペンダント等。
世界で一つの小物を身につけおでかけしましょ！成人４第１水

１０：００～１２：００
城山
体験６北村　史枝手づくりで彩る　おでかけセット６

越中おわら節を中心に各地で歌い継がれている民謡を踊ります。心身共に楽しめま
す。年令を問わずどなたでもお越し下さい。成人１０第１・第３金

１３：００～１５：００総体１２大貫　裕子背すじをのばして！
各地の民謡を楽しく踊ろう７

花器、剣山を使い数少ない枝物、花を美しい姿にいけます。お花をいけるだけでな
く花の歴史、礼儀作法も一緒に学びます。成人３第２・第４月

１０：００～１２：００中央１２大蔵　華洋世界に誇る日本の伝統美
いけばな８

日本の伝統の木目込人形を通して技術を身につけて頂ければ。干支の子ねずみ、ふ
くろう、テディベアなどを予定しています。

高校生
以上１０第１土

１４：００～１６：００平尾６大類　治美木目込み人形を楽しむ会！９

花と私たちの関わりを月毎の「花のテーマ」にそって生けていきます。いけ花の基
本の形、一歩進んだ形を学んでいきます。

中学生
以上１０第３土

１０：００～１２：００
城山
体験６山中　　桂イケバナ・ヘ・スイッチ・オン１０

※中央＝中央文化センター、第二＝第二文化センター、第三＝第三文化センター、第四＝第四文化センター、城山＝城山文化センター、平尾＝ふれんど平尾、総体＝総合体育館
　城山体験＝城山体験学習館
※受講料の他に教材費がかかる講座があります。
※上記講座以外にも継続予定の講座がありますが、カレッジ生の再募集をしないため掲載しておりませんのでご了承ください。

「「ややささししくく 楽楽ししくく ままななびびままししょょうう！！」」
プロフェッサー講座は、各大学の一流の先生による、深い知識・教養・体験をやさしく・楽しく学べます。
４月から新たにスタートし、半年で６回講座を全部で８科目準備しています。開催日はすべて土曜日です。

～これから我人生に挑戦しましょう！～

　あらゆる世代層が地域で身近に「学
ぶことは楽しいこと」の実践の場とし
て、「プロフェッサー講座」を昨年の
１０月から開講しています。
　４月から新たに開講する講座の紹介
イベントを開催します。

▽期日　２月１０日（日）

▽時間　午後１時半～３時

▽会場　地域振興プラザ

▽参加資格　どなたでも参加できます。
直接会場へお越しください。

▽内容　講師紹介及び講座概要説明

「「ＩＩＣＣカカレレッッジジ一一般般教教養養講講座座」」
「「ププロロフフェェッッササーー講講座座」」

カカレレッッジジ生生募募集集！！

会場定員内容等講師名講座名No
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
内（
商
工
会
会
議
室
ほ
か
）

各
講
座　

名（
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選
）

５０

貴重な文化遺産ともいうべき薬草を生活の中へ取り込
むための講座東京薬科大学名誉教授 � 指田　豊　薬草の再認識

「薬草とその活用」１

蝕まれている現代人の健康を足下から考えます。桜美林大学教授 ��� 阿久根英昭「足下から健康を考える」２

ゴルフやウィスキーを育てたスコットランドの自然や
風土など知って納得亜細亜大学教授 ��� 大澤　啓藏「スコットランド、ゴルフと

ウィスキーの街を行く」３

西欧の美術変革に遜色ない江戸の美術の国際的評価を観る。首都大学東京教授 �� 高山　宏　「江戸の美術を新しく観る！」４

ブランドの今・昔・未来
ブランドってなんだろう？中央大学教授 ���� 北野　邦彦「ブランドの持つ魅力―その

理由と将来像」５

地震予知研究の最前線を紹介する。電気通信大学教授 �� 早川　正士地震予知は不可能か？６

仏教を顧みることで日本の文化が見えてきます。駒澤女子大学教授 �� 安藤　嘉則「我が家の仏様のルーツを訪
ねて」～日本文化と仏教～７

名画と画家のエピソードを踏まえ、１９世紀のフランス
絵画に迫ります。玉川大学教授 ���� 田代　葆　１９世紀のフランス絵画芸術を

ご一緒に！８

☆時間（予定）　①午前１０時～１１時３０分　②午後１時～２時３０分　③３時～４時３０分

「「「「「「「「「「「プププププププププププロロロロロロロロロロロフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッサササササササササササーーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」」

４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月スススススススススススタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーートトトトトトトトトトト
新新新新新新新新新新新講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介イイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトト

いいいいいいいいいいいなななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジ
４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月開開開開開開開開開開開講講講講講講講講講講講

▽問合せ 「いなぎＩＣカレッジ」事務局
火曜日～金曜日・午前１０時～午後４時
稲城市平尾１－９－１ 1３５０－５５４８
http://www.inagiic.net/
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今
年
二
十
歳
に
な
り
、
形
的
に
は

大
人
社
会
に
入
り
ま
し
た
。
大
人
社

会
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
大
き
な

変
化
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
立

心
と
責
任
感
が
強
く
な
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
自
立
心
と
い
っ
て
も
私
は

急
ぐ
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今

の
世
の
中
に
は
フ
リ
ー
タ
ー
が
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
フ

リ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
だ

け
で
、
だ
ら
し
な
い
、
だ
め
な
人
だ

と
判
断
す
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
決
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
違

う
気
が
し
ま
す
。
自
分
の
や
り
た
い

事
、
目
標
に
向
か
う
た
め
に
お
金
を

貯
め
て
い
る
人
や
勉
強
を
し
て
い
る

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
自
分
の
し

て
い
る
こ
と
に
責
任
を
持
ち
行
動
し

て
い
る
な
ら
フ
リ
ー
タ
ー
で
も
カ
ッ

コ
良
く
私
は
見
え
ま
す
。

　

私
は
今
ま
で
、
両
親
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
親
を
支
え
る
側
や
自
分
の
子
供
を

支
え
る
側
に
な
る
事
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
こ
の
時
に
、昔
、

両
親
が
思
っ
て
い
た
事
・
考
え
方
が

わ
か
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

ず
っ
と
皆
が
感
じ
取
る
は
ず
で
す
。

こ
の
瞬
間
が
成
長
へ
の
一
歩
だ
と
思

い
ま
す
。

　

両
親
に
対
し
て
は
、
育
て
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！
自
分
の
子
供
に
は

生
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

と
い
う
気
持
ち
…
こ
の
気
持
ち
の
繰

り
返
し
で
家
族
と
い
う
も
の
が
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
自
立
と
は
自
分
の
行
動
は

責
任
と
自
信
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
自
立
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
、
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
月　

日　

に
駒
沢
学
園
記
念
講
堂
で
成
人
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、

１４

（祝）

８
２
５
名
（
男
性
４
０
０
名
・
女
性
４
２
５
名
）
の
方
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
か
ら
、
「
稲
城
ら
し
い
成
人
式
」
を
企
画
す
る
た
め
に
公
募
で
集
ま
っ
た
新
成
人　
１０

名
に
よ
り
、
知
恵
を
出
し
合
い
式
典
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
市
内
在
住
の
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
３
名
の
方
に
成
人
に
な
っ
た
抱
負
な
ど
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
も
「
成
人
式
」を
迎
え
ま
し
た
。

家
族
の
人
に
お
祝
い
を
言
わ
れ
、
大

変
幸
せ
で
す
。

　

私
は
今
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
二
十
分
ま
で
、
エ
イ
ト
ピ

ア
工
房
と
い
う
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
を
作

っ
て
い
ま
す
。
粉
の
計
量
か
ら
始
め

ケ
ー
キ
を
焼
き
、
最
後
の
袋
詰
め
ま

で
し
て
い
ま
す
。
フ
ル
ー
ツ
・
オ
レ

ン
ジ
・
抹
茶
に
チ
ョ
コ
な
ど
色
々
な

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。
楽
し
い
け
ど

結
構
大
変
な
ん
で
す
よ
。

　

お
休
み
の
時
は
、
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た

り
絵
を
書
い
た
り
、
ビ
ー
ズ
で
コ
ー

ス
タ
―
を
作
っ
た
り
、
工
房
の
人
に

お
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

よ
く
母
と
お
気
に
入
り
の
ピ
ン
ク
色

の
洋
服
を
着
て
、
お
買
い
物
に
出
か

け
ま
す
。

　

絵
や
ビ
ー
ズ
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

は
、
中
学
の
美
術
の
先
生
に
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
で
す

が
、
指
先
の
運
動
に
大
変
良
い
の
で

す
。
絵
も
好
き
で
す
。
上
野
の
東
京

美
術
館
に
飾
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
。
お
手
紙
を
書
く
こ

と
は
、
た
だ
書
く
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
気
持
ち
を
仲
間
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
こ
れ
っ

て
、
毎
日
を
生
き
る
上
で
大
変
大
切

な
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

働
く
仲
間
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
、
毎
日
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
成
人
し
た
と
い
う
こ
と
の

実
感
が
持
て
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
今
ま
で
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
楽
し
か
っ
た

思
い
出
や
苦
労
し
た
出
来
事
、
挫
折

し
た
記
憶
な
ど
、
自
分
を
こ
こ
ま
で

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
長
い
時
間
の
流

れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
間
の
流
れ
の

中
に
い
つ
も
い
て
く
れ
た
の
は
、
た

く
さ
ん
の
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
く

れ
た
両
親
。
い
つ
も
支
え
、
励
ま
し

あ
っ
た
友
人
。人
生
を
豊
か
に
す
る
、

多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
。
私
た
ち
の
人
生
に
、
様
々
な

刺
激
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

方
々
。
こ
の
場
で
感
謝
し
て
も
足
り

る
と
は
到
底
思
え
な
い
ほ
ど
多
く
の

愛
に
甘
え
な
が
ら
、
時
の
流
れ
に
身

を
任
せ
て
過
ご
し
、
気
づ
け
ば
二
十

歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
今
の

率
直
な
感
想
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
想
像
も
で
き

な
い
ほ
ど
多
く
の
人
が
敷
い
て
く
れ

て
い
た
道
に
沿
っ
て
、
無
意
識
に
歩

い
て
き
た
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
先

の
道
を
自
分
自
身
で
作
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
判
断

し
、
行
動
す
る
。
そ
の
こ
と
に
対
す

る
戸
惑
い
や
不
安
は
あ
り
ま
す
。
二

十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
急
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
稲
城
市
で
過
ご
し

た
長
い
年
月
の
経
験
を
糧
に
、
少
し

ず
つ
、
一
歩
ず
つ
、
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
全
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
等
公
的
年
金
は
、
加
入

者
が
保
険
料
を
納
め
、
老
後
や
万
一

の
と
き
に
経
済
的
に
支
え
あ
う
社
会

保
障
制
度
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
む
な
か
で
、
老
後
の
生
活
基
盤

と
な
る
の
が
公
的
年
金
で
す
。

　

み
ん
な
で
支
え
あ
う
公
的
年
金
を

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
終
身
の
保
障

　

老
齢
年
金
は
生
涯
に
わ
た
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
老
齢
年
金
以
外
に
も
保
障

　

老
後
だ
け
で
な
く
障
害
や
遺
族
に

な
っ
た
と
き
に
も
保
障
が
あ
り
ま
す
。

・
財
源
は
保
険
料
と
国
の
負
担

　

給
付
に
必
要
な
財
源
は
み
な
さ
ん

に
お
支
払
い
頂
く
保
険
料
と
国
の
負

担
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

・
年
金
の
価
値
を
保
障

　

物
価
や
賃
金
の
変
動
な
ど
に
あ
わ

せ
て
年
金
額
も
変
動
し
ま
す
。

・
税
金
の
控
除
に
な
る

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
一
四
、一
〇
〇
円
で
す
。保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
は「
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
所
得
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
専
門
の
年
金
相
談
員
が
公

的
年
金
へ
の
質
問
や
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

　

二
十
歳
に
な
る
と
、
「
選
挙
権
」

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
政
治
の
仕
組
み
で
は
、
選

挙
で
選
ば
れ
た
私
た
ち
の
代
表
者
が

法
律
を
制
定
し
た
り
、
行
政
を
担
当

し
た
り
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
問
題
を
解

決
し
、
生
活
を
よ
り
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
よ
い
代
表

者
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が
、
正
し
く
選

挙
さ
れ
た
代
表
者
の
手
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
る
の
が
現
在
の
民
主
政
治
の

あ
り
方
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の

生
活
が
�
選
挙
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
�こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
稲
城
市
に
お
け
る
最
近

の
選
挙
の
投
票
率
を
年
代
別
で
見
る

と
、
二
十
歳
代
が
一
番
低
く
、
そ
の

約
三
割
し
か
投
票
し
て
い
な
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加

す
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
機
会

で
す
。
ど
の
様
な
社
会
に
し
て
い
き

た
い
の
か
自
分
の
意
見
を
示
す
一
票

を
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
、
同
時
に

そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
も
負
っ
て
い

ま
す
。
た
か
が
一
票
、
さ
れ
ど
一
票

で
す
。
一
票
一
票
の
積
み
重
ね
が
政

治
を
動
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

な
た
の
一
票
が
あ
な
た
の
未
来
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
二
十
歳

代
の
方
に
、
投
票
立
会
人
や
選
挙
事

務
を
経
験
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
政

治
・
選
挙
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
選
挙
の
際
に
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

公
的
年
金
の
特
徴

公
的
年
金
の
特
徴

未
来
に
つ
な
が
る

未
来
に
つ
な
が
る

あ
な
た
の
一
票

あ
な
た
の
一
票

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

「
責
任
と
自
信
を

持
っ
て
」

斉
藤　

功
一

『
楽
し
い
日
々
』

日
下
部　

麻
衣

『
経
験
を
糧
に
、

一
歩
ず
つ
』

飯
島　

渉

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

「「
国
民
年
金
」
に
加
入

国
民
年
金
」
に
加
入

保
険
年
金
課

保
険
年
金
課

宮
本　

陽
介　

・　

水
島　
　

彬

島
田　
　

健　

・　

飯
島　
　

渉

斉
藤　

功
一　

・　

堀
切　

温
子

北
岡　

直
朗　

・　

小
笠
原　

舞

永
井　

裕
也　

・　

伊
藤
さ
つ
き

人人

式式

成成



（４）
　

教
育
委
員
で
は
、
児
童
・
生
徒
の

よ
り
良
い
教
育
環
境
整
備
等
を
目
的

に
、
概
ね
５
年
ご
と
に
適
正
学
区
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。　

年
度
に
稲
城
市
立
学

１８

校
適
正
学
区
等
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
検
討
結
果
報
告
書
は　

年
１９

１
月
に
教
育
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
の
中
に
は
、
第
一
小
学

校
学
区
に
建
設
予
定
の
集
合
住
宅
地

の
学
区
を
第
七
小
学
校
学
区
に
編
入

し
、
同
校
に
増
築
校
舎
の
建
設
を
早

急
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

旨
が
あ
り
、　

年
１
月
に
学
区
の
変

１９

更
に
つ
い
て
基
本
方
針
の
一
部
を
定

め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
教
育
委
員
会
で
は
、

検
討
結
果
報
告
書
に
基
づ
き
、
学
区

制
の
あ
り
方
・
通
学
区
域
に
関
す
る

こ
と
を
含
め
全
体
的
な
基
本
方
針
と

し
て
「
稲
城
市
立
学
校
の
学
区
制
の

あ
り
方
・
通
学
区
域
に
関
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
（
基
本
方
針
）
」
を　
１９

年
９
月
に
定
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
の
小
中
学
校
で
は
、
稲
城
エ

　

児
童
・
生
徒
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
場
合
、
学
校
規
模
を
考
慮
し
慎

重
に
検
討
す
る
。
学
区
を
変
更
す
る

場
合
、
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
収
容

で
き
る
か
、
ま
た
通
学
距
離
、
通
学

時
間
が
児
童
・
生
徒
に
与
え
る
心
身

へ
の
影
響
や
、
通
学
上
の
安
全
面
の

確
保
が
図
ら
れ
る
か
な
ど
を
考
慮
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
教
育
活
動
へ

の
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
こ
と
を

基
本
に
お
き
、
学
区
の
適
正
化
を
図

る
も
の
と
し
ま
す
。

　

適
正
な
学
校
規
模（
標
準
規
模
校
）

は
、学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
り
、

「　

学
級
以
上　

学
級
以
下
を
標
準

１２

１８

と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
数
の
現
状
と
推
計
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
規
模
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

　

年
度
ま
で
の
小
学
校　

校
（
第
一

２３

１０

小
学
校
除
く
）
お
よ
び
中
学
校
６
校

は
、現
在
の
学
校
規
模
の
ま
ま
児
童
・

生
徒
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
第
一
小
学

校
は
、　

年
４
月
の
児
童
数
実
績
に

１９

よ
る
推
計
で
は
、
更
な
る
検
討
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
三
・
若
葉
台
小
学
校
は
、

将
来
的
に
す
べ
て
の
普
通
教
室
を
使

用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
や
、
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
児
童
・
生

徒
の
対
応
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
小
学
校

の
学
区
を
こ
の
３
校
に
編
入
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
進
展
に
伴
う
児

童
の
自
然
増
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

第
一
小
学
校
の
規
模
で
は
受
け
入
れ

が
困
難
で
あ
り
、
増
築
校
舎
を
建
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
校
行
事
等
で
使
用
す

る
際
に
受
け
る
影
響
を
最
小
限
と
す

る
た
め
、
校
庭
の
西
側
に
建
設
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
学
区
に
は
、
集
合
住
宅
の

建
設
計
画
が
あ
り
、
児
童
数
は
増
加

傾
向
と
な
り
大
規
模
校
が
続
く
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
児
童
の
収
容
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
学
校
規
模
を
超
え
な

い
よ
う
今
後
も
関
係
課
と
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

本
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
居

住
す
る
小
学
生
の
学
区
は
、
現
状
の

ま
ま
で
あ
れ
ば
、
第
一
・
第
三
・
第

学
区
制
の
あ
り
方

学
区
制
の
あ
り
方
・・

通
学
区
域
に
関
す
る
こ
と

　

通
学
区
域
に
関
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て（
基
本
方
針

等
に
つ
い
て（
基
本
方
針
））

学
区
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て

適
正
な
学
校
規
模
に

つ
い
て

将
来
的
な
学
校
規
模

に
つ
い
て

１
、
第
一
小
学
校
に
つ
い
て

　

第
一
小
学
校
の
児
童
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
将
来
的
に
は
現
在
の
学

校
規
模
で
は
普
通
学
級
数
が
不
足
す

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
本
校
の
学
区

の
一
部
を
隣
接
し
て
い
る
３
校
（
第

①
第
三
小
学
校
の
学
区
へ
の
編
入

に
つ
い
て

②
第
四
小
学
校
の
学
区
へ
の
編
入

に
つ
い
て

　

学
区
を
変
更
し
た
場
合
、
変
更
前

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
は
卒
業
ま
で

そ
の
ま
ま
通
学
で
き
る
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
小
学
１

年
生
の
児
童
が
兄
姉
と
一
緒
に
変
更

前
の
学
校
に
就
学
し
た
い
場
合
、
指

定
校
承
認
基
準
に
該
当
し
承
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
学
区
を

変
更
し
て
も
学
級
数
の
編
成
に
は
、

す
ぐ
に
効
果
が
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、

第
一
小
学
校
に
通
学
す
る
よ
り
通
学

距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
、
新
た
に
幹

線
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が
あ
り
、

通
学
上
の
安
全
面
に
課
題
が
残
る
こ

と
か
ら
、
第
一
小
学
校
の
学
区
の
一

部
を
編
入
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。

③
第
七
小
学
校
の
学
区
へ
の
編
入

に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
等
の
進
展
に
よ
り
、

第
一
小
学
校
の
学
区
内
に
は
、
集
合

住
宅
の
建
設
予
定
が
あ
り
、
第
七
小

学
校
の
学
区
の
境
界
付
近
で
あ
る
こ

と
や
、
本
集
合
住
宅
に
入
居
す
る
児

童
を
第
一
小
学
校
に
収
容
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
集
合

（
検
討
結
果
）

２
、
第
三
小
学
校
に
つ
い
て

３
、
若
葉
台
小
学
校
に
つ
い
て

４
、
南
山
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
学
校
建
設
に

つ
い
て　

七
小
学
校
の
３
校
に
就
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
学
校
規
模
で

は
、
今
後
、
児
童
の
収
容
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
や
、
通
学
距
離
及
び
通

学
時
間
が
児
童
に
与
え
る
心
身
へ
の

影
響
や
、
児
童
の
安
全
の
確
保
を
考

慮
す
る
と
、
本
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
に
新
た
な
小
学
校
を
建
設
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
中
学
生

の
学
区
は
、
第
三
中
学
校
と
な
り
、

当
初
の
生
徒
数
推
計
で
は
生
徒
の
受

入
れ
が
可
能
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
本
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

に
入
居
し
て
く
る
世
帯
構
成
に
よ
っ

て
は
、
従
来
の
第
三
中
学
校
の
学
区

内
の
自
然
増
を
含
め
、
普
通
教
室
数

が
不
足
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
中
学
校
の
在
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
務
係

通
学
区
域
に
つ
い
て

期間・添付書類（※）内容・条件等事　由
小学１～４年生の場合
→学期末または学年末
小学５・６年、中学生の場合
→卒業まで

現在、就学している学校
に引き続き就学を希望す
る場合

学区外へ転居した場合１

※転居予定の家屋の売買・賃
貸契約書等の写し

６ケ月以内に転居予定が
あり、転居予定先の指定
校に就学を希望する場合

学区外へ転居予定があ
る場合２

仮住まいの期間元の住居に戻る予定があ
る場合

住居の立替えなどによ
り学区外へ一時的に仮
住まいをする場合

３

卒業まで
（小学生のみ適用）

児童の預かり先や店舗所
在地先の指定校に入学を
希望する場合

両親が共働き・自営業
等である場合４

卒業まで兄姉の在学する小・中学
校に入学を希望する場合

指定校とは別の学校に
兄姉が在学している場
合

５

卒業まで
※申立書等

身体的・精神的理由（い
じめ・登校拒否など）に
より、指定校以外への就
学を希望する場合

身体的・精神的理由が
ある場合６

卒業まで
※申立書等

就学希望校が指定校より
通学距離、通学時間が著
しく優位な場合

地理的理由がある場合７

卒業まで
（中学校のみ適用）

希望する部活動がある学
校に入学を希望する場合

指定校に希望する部活
動がない場合８

卒業まで
若葉台２丁目１２番地に居
住しており、長峰小学校
へ入学を希望する場合

調整区域に居住してい
る場合９

住
宅
地
を
第
七
小
学
校
の
学
区
へ
編

入
し
ま
し
た
。
そ
の
集
合
住
宅
を
含

め
た
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
普
通
教

室
数
が
不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
る
た

め
、
早
急
に
増
築
校
舎
を
建
設
し
学

校
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
（
増
築
校
舎
の
建
設
工
事
は
、

　

年
９
月
末
に
着
工
し
、　

年
度
２

１９

２０

学
期
か
ら
増
築
校
舎
が
使
用
で
き
る

よ
う
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
）

　

第
三
小
学
校
は
、
現
在
の
学
校
規

模
の
ま
ま
で
児
童
を
収
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
新

た
に
第
一
小
学
校
の
学
区
の
一
部
を

編
入
す
る
場
合
、
そ
の
児
童
を
本
校

に
収
容
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
ン
（
小
中
学
校
す
べ

て
に
共
通
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
通
し
て
、
教
育
内
容
に
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
構
成

さ
れ
て
い
る
地
域
教
育
懇
談
会
や
自

治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
保
護
者
・
教
職
員
・

青
少
年
育
成
地
区
委
員
会
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
は
地
域
と
学
校
と

が
一
体
と
な
り
続
け
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
と
も
指
定
校
制
を
採
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
護
者
の
申
請
に
よ
り
他

の
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
就
学
で

き
る
よ
う
指
定
校
変
更
承
認
基
準（
※

別
表
１
）
に
よ
り
弾
力
的
な
運
用
を

図
る
こ
と
と
す
る
。

　

将
来
的
に
は
、
本
市
の
現
状
や
児

童
・
生
徒
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

定
期
的
に
学
区
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（条件）
１、学校施設の運営上問題のないこと（収容能力が確保されていること）。
２、保護者が指定校変更後の通学上の安全について責任を持つこと。

　以上の条件が満たされていれば、主に次の場合に就学指定校を変更する
ことができますので、印鑑および添付書類等を持参のうえ、学校教育課ま
でお越し下さい。

※別表１　指定校変更承認基準

　
　

年
４
月
の
実
績
に
よ
る
児
童
数

１９
推
計
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の

学
校
規
模
の
ま
ま
児
童
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

三
・
第

四
・
第

七
小
学

校
）
の

学
区
に

編
入
さ

せ
る
こ

と
を
前

提
に
検

討
し
ま
し
た
。

▼

遊具で楽しむ児童たち

▼

校庭で遊ぶ児童たち



（５）

中央文化センター�
（中央公民館）［東長沼］�

1377－2121
6379－0491

第二文化センター�
（第二公民館）［矢野口］�
（老人福祉館）�

1378－0567
6378－0568

第三文化センター�
（第三公民館）［平　尾］�

1331－0230
6331－0229

第四文化センター�
（第四公民館）［東長沼］�

1377－4406
6377－4488

城山文化センター�
（城山公民館）［向陽台］�

1379－5411
6379－5288

総合体育館�
1331－7151
6331－7181

生涯学習課・体育課�
1378－2111
6379－3600

　

今
、
家
庭
に
何
が
求
め
ら
れ
、
必

要
な
も
の
は
何
か
、
に
つ
い
て
の
講

演
会
で
す
。

▼
期
日　

２
月
１
日　

▼
時
間　

午

（金）

前　

時
〜　

時
半　

▼
会
場　

地
域

１０

１１

振
興
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

市
民
の
お
母

様
▼
入
場
料　

無
料
（
要
予
約
）
▼

保
育　

有
（
要
予
約
）
・
定
員
１
歳

以
上　

名
・
保
育
料
三
〇
〇
円
▼
連

１５

絡
先　

櫻
井
1　
（
８
０
４
１
）８
８

０９０

５
６

催

し

物

催

し

物

�

催

し

物

ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
講
座

お
母
さ
ん
、
子
供
の
心
が
み
え
ま
す

か
？
〜
は
じ
ま
り
は
、
小
さ
な
サ
イ

ン
で
す
〜

（
社
）ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

　

初
心
者
の
方
で
も
編
め
る
セ
ー
タ

ー
で
す
。
手
編
み
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

１
月　

日
〜
２
月　

日（
毎

２８

２５

週
月
・
全
４
回
）
▼
時
間　

午
後
２

時
〜
４
時
▼
会
場　

矢
野
口
防
災
セ

ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
参
加
費　

三
、〇
〇
〇
円（
全
４
回
）
▼
連
絡
先

 
茂 
木
   

1　
（
１
２
７
８
）３
４
７
１

も
て 

ぎ

０８０

ネ
ッ
ク
か
ら
編
む
ラ
グ
ラ

ン
ス
リ
ー
ブ
の
セ
ー
タ
ー

を
編
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

手
編
み
の
会

　
　

全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
の

（社）
出
前
講
座
と
食
の
安
全
・
安
心
を
テ

ー
マ
に
し
た
料
理
講
座
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
（
①
・
②
両
方
の
参
加
も

可
）

①
「
携
帯
電
話
を
上
手
に
使
お
う
」

〜
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
〜
▼
期

日　

２
月
７
日　

▼
時
間　

午
前　

（木）

１０

時
半
〜
正
午
▼
参
加
費　

一
〇
〇
円

（
資
料
代
）

二
月
講
座

ふ
た
こ
ぶ
ら
く
だ

　

外
国
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の

方
も
大
歓
迎
。
お
菓
子
や
一
品
を
食

べ
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
ま
じ
え
な
が
ら
…
気
軽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２０

（日）

後
２
時
〜
４
時
半
▼
会
場　

地
域
振

興
プ
ラ
ザ
▼
参
加
費　

一
品
持
ち
寄

り
ま
た
は
五
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

中

村
1（　

）０
６
９
４

３３１

第　

回
国
際
交
流
新
春

１８
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

稲
城
国
際
交
流
の
会

　

音
楽
の
楽
し
さ
を
再
発
見
し
て
い

た
だ
く
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
期
日　

２
月　

日　

▼
時
間　

午

１６

（土）

後
１
時
半
〜
４
時
▼
会
場　

城
山
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　

思
い
出
深
い

歌
を
皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
す
▼
対
象

中
高
年
の
方
▼
参
加
費　

一
、〇
〇
〇

円
▼
そ
の
他　

歌
集
を
配
り
ま
す
。

休
憩
時
に
は
別
室
で
お
茶
を
。
▼
連

絡
先　

藤
本
1（　

）１
１
０
３

３７８

ど
こ
か
で
春
が

合
唱
団
ひ
ま
わ
り
／
ら
ら
・
か
の
ん

　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
イ
ン
ト
音
楽
会

　

い
じ
め
や
不
審
者
か
ら
自
分
を
守

る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
で
定
評
の
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
。
大
人
に

も
役
に
立
つ
内
容
で
す
。

▼
期
日　

１
月　

日　

▼
時
間　

午

２５

（金）

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

城
山
体
験

１０
学
習
館
▼
内
容　

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も

暴
力
防
止
）
大
人
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
対
象　

大
人
▼
定
員　
　

名
▼
参

４０

加
費　

無
料
▼
そ
の
他　

保
育
有（
要

予
約
・
三
〇
〇
円
）
▼
連
絡
先　

世

古
口
1（　

）０
６
３
５

３７９

地
域
で
守
ろ
う
、育
て
よ
う
、

子
供
の
心
と
体

生
活
ク
ラ
ブ
・
ま
ち
稲
城

②
手
作
り
で
楽
し
も
う
「
肉
ま
ん
・

あ
ん
ま
ん
」
▼
期
日　

２
月　

日　
１４

（木）

▼
時
間　

午
前　

時
半
〜
午
後
１
時

１０

半
▼
参
加
費　

五
〇
〇
円（
材
料
費
）

★
①
②
の
共
通
事
項

▼
会
場　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー
ム
▼

対
象　

ど
な
た
で
も
▼
定
員　

先
着

　

名
▼
連
絡
先　

長
尾
1（　

）０
０

１０

３７７

０
８

【
予
定
曲
目
】

「
蝶
々
夫
人
」
よ
り　

　

あ
る
晴
れ
た
日
に
、
愛
の
二
重
唱

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
よ
り

　

誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ

「
椿
姫
」
よ
り

　

乾
杯
の
歌　

他

▽
期
日　

１
月　

日　
２７

（日）

▽
時
間　

開
場
午
後
１
時
半

　
　
　
　

開
演
午
後
２
時

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
入
場
整
理
券　

一
、〇
〇
〇
円

▽
定
員　

一
二
〇
名

▽
整
理
券
販
売　

生
涯
学
習
課
内
芸

文
連
事
務
局
（
内
６
３
４
）

※
販
売
・
問
合
せ
は
午
後
１
時
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
の
感
動
が
間
近
に
感
じ
ら

れ
、
オ
ペ
ラ
通
も
初
心
者
も
共
に
楽

し
め
る
ま
た
と
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

　

ソ
プ
ラ
ノ　

永
吉　

伴
子

　

テ
ノ
ー
ル　

西
村　
　

悟

　

ピ
ア
ノ　
　

北
村　

晶
子

　

多
摩
地
域
の　

市
町
村
が
集
ま
っ

２８

て
、
歴
史
・
文
化
財
書
籍
を
展
示
販

売
い
た
し
ま
す
。
話
題
の
新
刊
書
籍

も
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日　

〜　

日　

２５

（金）

２７

（日）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時

１０

（　

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

２７
▽
会
場　

オ
リ
オ
ン
書
房
ノ
ル
テ
店

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
立
川
北
駅
前
・
パ

ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
３
階

▽
販
売
書
籍　

文
化
財
調
査
報
告
書
、

市
町
村
史
、
文
化
財
地
図
、
昔
ば
な

し
、
文
化
財
か
る
た
な
ど

▽
主
催　

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長

会
文
化
財
部
会

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

陽
台
・
長
峰
に
は
た
く
さ
ん
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
意
外
な

と
こ
ろ
で
出
会
う
オ
ブ
ジ
ェ
を
探
し

な
が
ら
街
歩
き
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

２
月　

日　
１０

（日）

※
雨
天
中
止
、
小
雨
決
行

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
に
ス
タ
ー

３０

ト
し
ま
す
が
、　

時
ま
で
受
付
し
ま

１０

す
。

▽
集
合
場
所　

総
合

体
育
館
正
面
玄
関

▽
参
加
費　

一
〇
〇
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
等
）

※
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
集
合
場

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

田
中
1（　

）６
３
１
０

３７８

　

退
職
後
に
稲
城
の
市
内
で
何
か
の

活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
方
に
、
公
民
館
で
の
活
動
「
こ

ん
な
活
動
あ
ん
な
活
動
―
ワ
ク
ワ
ク
・

ド
キ
ド
キ
の
一
週
間
」
を
紹
介
す
る

企
画
で
す
。

▽
期
日　

１
月　

日　

〜

２７

（日）

　
　
　
　
　
　

２
月
３
日　
（日）

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

①
中
央
公
民
館
利
用
団
体

の
活
動
見
学
・
体
験
（
一
覧
表
を
館

内
に
掲
示
）
②
中
央
公
民
館
利
用
登

録
団
体
有
志
に
よ
る「
交
流
ま
つ
り
」

〔
２
月
２
日
〜
３
日
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
・
作
品
展
示
部
門
・
バ
ザ
ー
や
模

擬
店
の
イ
ベ
ン
ト
部
門
に
分
か
れ
、

参
加
型
の
活
動
発
表
・
展
示
を
し
ま

す
。
〕

※
①
は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
館
内
掲
示
の
一
覧
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

切
り
口
に
彩
り
あ
ざ
や
か
な
模
様

が
で
る
祭
り
巻
き
寿
司
と
ひ
な
祭
り

の
押
し
寿
司
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
親
子
で
お
寿
司
を
作
り
、

試
食
し
て
持
ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。

包
丁
の
使
い
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す

の
で
、
小
学
校
低
学
年
の
お
子
さ
ん

で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

健
康
な
食
事
作
り
推
進
員

▽
参
加
費　

一
、二
〇
〇
円（
２
回
分
）

※
一
回
の
み
参
加
の
方
は
七
〇
〇
円

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ス
リ
ッ
パ
（
上
履
き
）
、
ふ
き
ん
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器
と
ラ
ッ
プ

▽
対
象　

小
学
生
以
上
の
親
子
（
父

親
ま
た
は
祖
父
母
と
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
！
）

▽
定
員　

先
着　

組
１２

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
三
公
民
館

　

子
育
て
を
通
し
て
、
も
う
一
度
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

▽
期
日　

３
月
１
日　

・
８
日　

（土）

（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

小
・
中
学
生
を
持
つ
親

▽
内
容　

①
子
育
て
の
こ
つ　

�
上

手
な
ほ
め
方
、
叱
り
方
、
自
信
の
持

た
せ
方
�　

②
か
し
こ
く
、
や
さ
し

く
、
た
く
ま
し
い
子
を
育
て
る
に
は

▽
講
師　

筑
波
大
学　

名
誉
教
授　

藤
田　

統
氏
（
元
上
武
大
学
付
属
上

武
第
一
幼
稚
園
園
長
）

▽
費
用　

無
料

▽
定
員　
　

名
３０

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
後
１
時

１５

（火）

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

第
三
公
民
館

▽
時
間　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

１０

１１

４５

▽
対
象　

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

▽
問
合
せ　

第
四
公
民
館

※
今
月
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
の
相
談
員
の
来
館
は
１
月　

日　
２８

（月）

芸
文
連

芸
文
連

「「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」」

〜
魅
惑
の
オ
ペ
ラ
へ
の
誘
い
〜

〜
魅
惑
の
オ
ペ
ラ
へ
の
誘
い
〜

稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会

稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会

ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
講
座

団
塊
の
世
代
の
た
め
の
特
別
企
画

 

公公
民
館
活
動

民
館
活
動

一
日
体
験
・
紹
介

一
日
体
験
・
紹
介 

内　容日　時回

祭り巻き寿司
に挑戦！
※ゆきだるま
を作ろう

２／９（土）
午前１０時　
～午後１時

１

押し寿司に挑
戦！
※ケーキのよ
うなひな祭り
の押し寿司を
作ろう

２／２３（土）
午前１０時　
～午後１時

２

期　日会　場
１／２４（木）第一児童館
２／７（木）第二児童館
１／１５（火）
２／１２（火）第三児童館

１／１７（木）
１／２９（火）
２／５（火）
２／１４（木）

第四児童館

１／２８（月）城山児童館
１月のテーマ：節分の鬼
の指人形を作ろう

親
子
料
理
教
室

親
子
料
理
教
室

「「
祭
り
巻
き
寿
司

祭
り
巻
き
寿
司

と
押
し
寿
司
」

と
押
し
寿
司
」

「「
家家
庭庭
教教
育育
講講
座座
」」

　

子
育
て
か
ら
見
る

子
育
て
か
ら
見
る

親
の
成
熟
と
は
…

親
の
成
熟
と
は
…

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
！

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
！

『『
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日
』』

に
お
子
さ
ん
と
遊
び
に

　

に
お
子
さ
ん
と
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
？

来
ま
せ
ん
か
？

おお

詫詫

びび

　

平
成　

年　

月　

日
発
行
の
第
４

１９

１２

１５

１
０
号
生
涯
学
習
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
３
面
】
会
員
募
集
混
声
合
唱
サ
リ

ー
レ
の
会
費
は
、
「
二
、〇
〇
〇
円
」

で
す
。

▽
期
日　

１
月　

日　

・　

日　

２６

（土）

３１

（木）

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
解
ら
な
い
け

れ
ど
講
習
に
行
く
に
は
…
と
い
う
方
、

予
約
な
し
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

１
月　

日　

・　

日　

１７

（木）

１９

（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付

１０

は　

時
〜　

時
）

１０

１１

※
予
約
な
し
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

『
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
』

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
開
催

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
初
体
験
と

パ
ソ
コ
ン
の
初
体
験
と

初
心
者
の

初
心
者
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
！

相
談
コ
ー
ナ
ー
！

▽
時
間　

午
前　

時
と　

時
の
２
回

１０

１１

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者

▽
定
員　

各
回
先
着　

名
１０

▽
費
用　

無
料
（
筆
記
具
持
参
）

▽
申
込
み　

１
月　

日　

午
前　

時

１５

（火）

１０

か
ら　

日　

午
後
５
時
ま
で

２４

（木）

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

稲
城
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
エ
リ
ア
向

　

新
し
い
年
の
始
ま
り
に
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
期
日　

１
月　

日　
１９

（土）

▽
時
間　

午
後　

時
半
〜
１
時

１２

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
出
演　
　

田　

一
廣（
バ
リ
ト
ン
）

▽
曲
目　

フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り

「
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ　

こ
の
ち
ょ
う

ち
ょ
」
他

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

※
出
演
希
望
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

考
え
る
会

プ
レ
事
業

考
え
る
会　

プ
レ
事
業

（
共
催

い
な
ぎ
あ
る
く
マ
ッ
プ
ウ

（
共
催　

い
な
ぎ
あ
る
く
マ
ッ
プ
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）

ォ
ー
キ
ン
グ
）

向
陽
台
・
長
峰
ぶ
ら
り
散
歩

向
陽
台
・
長
峰
ぶ
ら
り
散
歩

－－

街
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
つ
け
る

街
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
つ
け
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ－－

▼

 永  吉  伴  子 
なが よし とも こ

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト‘‘

　
0808

　

〜〜
春春
よ
こ
い
！
〜

よ
こ
い
！
〜
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第一図書館　　東長沼２１１１�
�　  　　　　  1３７７－２１２３�
�　  　　　　  6３７８－９６１２�
第二図書館　　矢野口１７８０�
　　　　　1/6３７７－１８６６�
第三図書館　　平尾１－２０－５�
　　　　　1/6３３１－１４３９�
第四図書館　　東長沼２７１�
　　　　　1/6３７８－２４０１�
�

稲城市立中央図書館�
向陽台４－６－１８��
　　　　　1３７８－７１１１��
　　　　　6３７８－７１６２�
城山体験学習館�
　　　　　1３７８－７１００�
�
開館時間�
　午前９時～午後８時�
休館日�
　毎月第四月曜日�
　年末年始・特別整理期間�

開館時間�
�　午前１０時～午後５時�
休館日�
　毎週月曜日･祝日�
　年末年始・特別整理期間�

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

ご
ら
ん
に
な
り
た
い
方
は
、
リ

ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

戦
争
す
る
国
、
平
和
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
五
郎

女
子
の
本
懐　
　
　
　

小
池
百
合
子

知
と
実
践
の
平
和
論　
　

石
原
享
一

ど
う
す
る
？
ご
近
所
の
こ
ま
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坪
和
敏

三
年
で
会
社
を
辞
め
た
ら
損
で
す
よ

！　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
見
陽
平

メ
デ
ィ
ア
は
存
在
し
な
い　

斎
藤
環

下
流
社
会　

第
２
章　
　
　

三
浦
展

結
婚
と
い
う
決
意　
　
　

小
浜
逸
郎

だ
れ
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
大
学

編
入　
　
　
　
　
　
　

宍
戸
ふ
じ
江

な
ぜ
夜
に
爪
を
切
っ
て
は
い
け
な
い

の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
山
哲

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／　　 児童館行事予定　 １／１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～１５～ ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／２／１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４１４　行事等のお問い合わせは各児童館へ　　　　　　　　
城山児童館1３７９－５４１１第四児童館1３７７－４４０６第三児童館1３３１－０２３０第ニ児童館1３７８－０５６７第一児童館1３７７－８７１２

〈１月〉
１６日（水）　若葉台出張児童館
１９日（土）　七宝焼教室
２１日（月）　中高生タイム
２２日（火）　おやこのひろば
　　　　　「リズム体操」
２３日（水）　長峰出張児童館
２４日（木）　いちごの日
　　　　　「歌のお兄さんがや

ってくる」
２８日（月）　中高生タイム
２９日（火）　おやこのひろば
　　　　　「トランポリンと巧技台」

〈２月〉
４日（月）　中高生タイム
５日（火）～８日（金）
　　　　　わくわく「ボンボン

づくり」
６日（水）　若葉台出張児童館
９日（土）　チョコレートづくり
１３日（水）　長峰出張児童館
１４日（木）　おはなし会

〈１月〉
１６日（水）　つくってあそぼう
　　　　　プラバン工作
１７日（木）　のびのびの日　
１９日（土）　みんなでチャレンジ
２１日（月）　中高生タイム
２３日（水）　オセロ大会
２４日（木）　乳幼児の日
　　　　　のびのびアドベンチゃー
２８日（月）　中高生タイム
３１日（木）　乳幼児の日

〈２月〉
４日（月）　中高生タイム
６日（水）　卓球大会
７日（木）　乳幼児の日
　　　　　のびのびの日
１３日（水）　つくってあそぼう
　　　　　消しゴム工作
１４日（木）　のびのびあどべんちゃー
★２／２６（火）に実施する「幼児
リトミック」の申込を１／２１
（月）から行います。

〈１月〉
１５日（火）　幼児のひろば
　　　　　習字を楽しもう
１６日（水）　はとぽっぽひろば
２１日（月）　中高生タイム
２２日（火）　幼児のひろば
２６日（土）　スーパードッジボー

ル大会
２８日（月）　中高生タイム
２９日（火）　幼児のひろば
　　　　　出前保育
　　　　　習字を楽しもう
３０日（水）　二小出張児童館

〈２月〉
２日（土）　おもちゃ病院
５日（火）　幼児のひろば
　　　　　出前保育
９日（土）　卓球名人クラブ
１２日（火）　幼児のひろば
　　　　　習字を楽しもう
１３日（水）　トランポリン教室

〈１月〉
１６日（水）　プラバン工作
２１日（月）　幼児リトミック
　　　　　幼児事業－友だちと

遊ぼう「やきいもを
しよう」

　　　　　まつり実行委員会
２６日（土）　料理児童館
　　　　　「バレンタインチョ

コをつくろう」
３０日（水）　凧あげしよう！
３１日（木）　まつり実行委員会

〈２月〉
２日（土）　
４日（月）
６日（水）　オセロ大会
１３日（水）　わなげ大会
１４日（木）　まつり実行委員会
★まつり実行委員会はスタッフ
の都合により日程が変更にな
ることがあります。

〈１月〉
１５日（火）　親子でリズム体操
１６日（水）　プラバン工作
１９日（土）　土曜工作
　　　　　「鬼ますを作ろう」
２３日（水）　オセロ大会
２６日（土）　土曜工作
　　　　　「鬼ますを作ろう｣
２９日（火）　親子でリズム体操
３１日（木）　みんなあつまれ！
　　　　　（幼児）

〈２月〉
２日（土）　土曜工作
　　　　　卓球大会
６日（水）　ハンカチに描こう
９日（土）　土曜工作
１２日（火）　親子でリズム体操
１３日（水）　バレンタインのお菓

子作り

（子育てサポーター
活動予定は５面へ）

定
年
男
の
数
学
物
語　
　

江
藤
邦
彦

グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
タ
イ
ム　
　

ハ
ウ
ス

地
球
を
冷
ま
せ
！　
　
　

モ
ン
ビ
オ

生
物
を
科
学
す
る
事
典　
　

市
石
博

我
輩
は
ヘ
ッ
ピ
リ
ム
シ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
谷
邦
光

日
本
植
物
誌　
　
　
　

シ
ー
ボ
ル
ト

苔
と
あ
る
く　
　
　
　
　

田
中
美
穂

生
き
物
た
ち
の
情
報
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
山
孝
彦

も
の
の
壊
れ
方　
　
　

小
川
雄
二
郎

環
境
政
策
学
の
す
す
め　

松
下
和
夫

た
の
し
く
わ
か
る
機
械
の
し
く
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
峯
龍
男

自
動
車
の
話　
　

赤
瀬
川
原
平
／
選

■
教
育
委
員
会

第　

回
定
例
会
＝　

月　

日

１２

１２

１７

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
行
政
報
告　

２
、
議
案　

承

認　

「
平
成　

年
度
教
育
費
予
算

２０

要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て
」　

３
、

報
告
事
項　

建
築
基
準
法
改
正
に

伴
う
取
組
み
に
つ
い
て
、
教
育
課

題
策
定
会
議
答
申
に
つ
い
て
、
野

沢
温
泉
村
宿
泊
体
験
学
習
実
地
踏

査
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

評
価
に
つ
い
て
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
１
９
６
９
の
Ｊ
１
復
帰
に
つ
い

て
、
市
立
中
央
図
書
館
の
駐
車
場

に
つ
い
て
な
ど

第
１
回
定
例
会
＝
１
月　

日
２４

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　

（
内
線
６
１
７
）

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　
　
　
　
　

※
次
回
は
２
月　

日
１２

■
青
少
年
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月　

日
１０

　

青
年
ワ
ー
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
に

つ
い
て
協
議

　
　
　

※
次
回
は
２
月
７
日
開
催

■
体
育
指
導
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月　

日
１１

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
に
つ
い
て
協
議

　
　
　

※
次
回
は
２
月
７
日
開
催

■
公
民
館
運
営
審
議
会

　
　
　

※
次
回
は
１
月　

日
開
催

２２

■
図
書
館
協
議
会

　
　
　

※
次
回
は
１
月　

日
開
催

１８

幼
児
向
け

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

　

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

１１

１１

第
一
図
書
館　

１
月　

日　
１８

（金）

　
　
　
　
　
　

２
月
１
日　
（金）

第
二
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

第
三
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

第
四
図
書
館　

２
月
１
日　
（金）

第
一
〜
第
四
は
午
前　

時
半
〜　

時

１０

１１

小
学
生
向
け

中
央
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
半

第
四
図
書
館　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
半
〜
４
時

中
央
図
書
館　

お
は
な
し
の
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

①
１
月　

日　
　

午
後
３
時
〜

１９

（土）

②
２
月
２
日　
　

午
後
３
時
〜　

（土）

③
２
月
９
日　
　

午
後
３
時
〜

（土）

①
・
③
は
、小
学
生
以
上
が
対
象
で
す
。

２２月映画月映画会会　『『地地下下鉄鉄にに乗乗っってて』』
メ ト ロ

原作：浅田次郎　　　監督：篠原哲雄
出演：堤真一、岡本綾、吉行和子　他
内容：普通のサラリーマンが、ある日の会社
の帰り道、昭和３９年にタイムスリップ。こ
の出来事の中で、若き日の父親の姿や、自
分と愛人との間に隠された秘密などが明ら
かになる。主人公二人の運命はいかに…。

▽日時：２月２日（土）午後１時４５分開場

▽上映時間：午後２時～

▽会場：城山体験学習館　 ▽対象：一般　先着１００名

▽問合せ　中央図書館

調べものをしよう！調べものをしよう！（子ども向け）（子ども向け）

▽日時：１月２７日（日）午前１０時～１１時３０分

▽会場：中央図書館

▽対象：小学４年生～　　 ▽人数：先着８名
★８名になったら、募集をしめきります。
　早めに申し込んでください。

▽内容　図書館の本のラベルの意味を知っていますか？
　　　　一人で図書館を使いこなせるコツを教えます。

▽申込方法　図書館カウンターか電話で申し込んでください。

▽問合せ　中央図書館

　

三
角
ス
カ
ラ
ッ
プ
の
ミ
ニ
ポ
ー
チ

を
作
り
ま
す
。

▽
期
日　

２
月　

日　
１５

（金）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
材
料
費
他　

一
、六
〇
〇
円

▽
定
員　

先
着　

名
３０

▽
主
管　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
フ
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｊ
Ｏ
Ｙ

▽
期
日　

２
月
２
日　

〜　

日　

（土）

２４

（日）

 

平
成　

年
度

１９
子
ど
も
体
験
塾
活
動
展 

▽
期
日　

１
月　

日　

ま
で
（
午
後

２４

（木）

３
時
ま
で
）

展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

 

稲
城
市
小
・
中
学
校

図
工
・
美
術
展 

城
山
体
験
学
習
館

城
山
体
験
学
習
館

第第　

回
大
人
体
験
塾

回
大
人
体
験
塾

１０１０

住
宅
の
手
触
り　
　
　
　

松
井
晴
子

北
欧
の
生
活
雑
貨
手
作
り
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
こ
と
み

い
っ
し
ょ
に
つ
く
ろ
う　

久
保
純
子

ベ
ビ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

能
登
春
男

戦
後
「
日
本
マ
ン
ガ
」
論
争
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
昌
宏

ち
い
さ
な
お
は
な
し　
　

新
井
素
子

図
書
館
革
命　
　
　
　
　
　

有
川
浩

女
王
国
の
城　
　
　
　

有
栖
川
有
栖

キ
ャ
ベ
ツ　
　
　
　
　
　

石
井
睦
美

南
大
門
の
墨
壷　
　
　

岩
井
三
四
二

夕
映
え　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理

妖
し
い
詩
韻　
　
　
　
　

内
田
康
夫

マ
ザ
コ
ン　
　
　
　
　
　

角
田
光
代

タ
ル
ト
・
タ
タ
ン
の
夢　

近
藤
史
恵

わ
た
し
を
さ
が
し
て　
　

佐
伯
紅
緒

リ
ベ
ル
タ
ス
の
寓
話　
　

島
田
荘
司

心
に
龍
を
ち
り
ば
め
て　

白
石
一
文

ア
バ
ノ
の
再
会　
　
　
　

曽
野
綾
子

書
庫
の
母　
　
　
　
　
　
　

辻
井
喬

獅
子
の
系
譜　
　
　
　
　
　

津
本
陽

彩
乃
ち
ゃ
ん
の
お
告
げ　
　

橋
本
紡

約
束
の
地
で　
　
　
　
　
　

馳
星
周

あ
じ
さ
い
日
記　
　
　
　

渡
辺
淳
一

まつり実行委員会

２４日（木）｛

｛

赤
き
死
の
訪
れ　
　
　

ド
ハ
テ
ィ
ー

凍
え
る
森　
　
　
　
　

シ
ェ
ン
ケ
ル

下
を
向
い
て
生
き
よ
う
。
安
田
佳
生

郵
便
局
革
新　
　
　
　
　

並
木
雄
二

老
い
力　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
愛
子

大
阪
お
も
い　
　
　
　
　

坪
内
祐
三

憎
ま
れ
役　
　
　
　
　
　

野
中
広
務

セ
ン
ス
を
磨
く
心
を
み
が
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
コ

▽
期
日　

１
月　

日　

〜　

日　

２５

（金）

３１

（木）

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
・
休
館

日　

日　

）

２８

（月）

 

稲
城
市
小
・
中
学
校書

初
め
展 

 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う 

素
敵
な
欧
風
の
木
彫　
　

重
野
純
子

江
戸
の
歌
舞
伎
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
坂
治
績

知
ら
れ
ざ
る
魯
山
人　
　
　

山
田
和

▽
内
容　

平
成　

年
１９

度
に
実
施
し
た　

の
１５

体
験
塾
の
活
動
の
様

子
を
写
真
パ
ネ
ル
や

作
品
展
示
で
紹
介
し

ま
す
。
絵
本
、
ク
ラ
フ
ト
、
絵
手
紙

な
ど
に
参
加
さ
れ
た
方
は
体
験
学
習

館
に
１
月　

日　

ま
で
に
、
作
品
を

２８

（月）

お
持
ち
下
さ
い
。

★
共
通
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８

時


